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S h i n y a  N a k a m u r a

　「NHKのど自慢」への出場のきっかけは、
大索さんが市のホームページで開催を知
り、健太郎さんに伝えたこと。曲は健太郎さ
んが提案し、自身が好きだった歌の歌詞に
自分たちの姿を重ね、「今を大切に生きよ
う」というメッセージを届けたいとの思いか
らDa-iCE（ダイス）のCITRUS（シトラス）を
選曲。「選曲理由を熟考していたら、締切時
間ギリギリの応募でした」と苦笑する健太
郎さん。選考を通過し、一緒に練習できた
のは本番２日前。カラオケで１時間30分、
「上と下のどっちでハモろうか？」など二人
の会話は尽きなかったと言います。大索さ
んは、健太郎さんのことを「しっかり者で、普
段から頼りになる弟です」と話され、足を
引っ張らないようにと思ってみえたとのこ
と。一方、健太郎さんは、「兄には言えてな
かったけど、のど自慢で歌うことは内心す
ごく不安でした」と心の内を明かします。
　前日の予選会は、200組という出場者の

数に圧倒されまし
たが通過。「特に
本番では、歌詞を
大切に気持ちを
込めて歌い上げ
たいと臨みまし
た」と大索さん。健太郎さんは、「出場者の
皆さんが温かい雰囲気をつくってくれ、み
んなで一体となって歌えました」と話しま
す。迎えたチャンピオン発表の瞬間、自分た
ちの番号「10番」のコール。「全く同じタイミ
ングで顔を見合わせ、同じリアクションをし
ていたね」とはにかみながら話してくれまし
た。熱唱した歌の歌詞「酸いも甘いも捨て、
平凡に埋もれてもここにある幸福は何にも
代え難い」を自分たちに重ねたように、
「日々のささやかな幸せを大切にしたい」と
いう想いを伝えてくれました。亀山市のチャ
ンピオンとして「NHKのど自慢チャンピオ
ン大会」への出場が期待されます。

中村 大索さん・
健太郎さん
（鈴鹿市）

　太平洋戦争末期の昭和20年１月、門司港を出港した陸軍輸送船「馬米丸」は、兵員と
船員合わせて乗員2,112人を乗せて南方を目指し航海していました。そして、鹿児島県
坊津町の久志湾沖にさしかかったとき、敵の
潜水艦から発せられた魚雷を受け沈没しま
した。1,612名の尊い命が犠牲になりました。
この慰霊碑は鎮魂の思いを込め、昭和45年
１月に建立されましたが、今でもお供えの花
が絶えることはありません。
　ある時、慰霊碑を訪ねると、沈みゆく輸送
船を目撃したという老婦人に出会いました。
「見えたのですよ、ここから」。夕陽に照らされ
ながら語る婦人の横顔が今も忘れられませ
ん。本当のあの頃を知っている人々がいなく
なる…そんな淋しさを感じながら碑の前を去
りました。中村晋也美術館では「戦後８０年
目の鎮魂展」を開催中です。 鹿児島県南さつま市坊津町久志

（高さ）60cm × （幅）70cm × （奥行）8cm
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